
  見守り活動町内別話し合い 長尾校区小地域福祉活動計画推進会議 

 

長尾校区社協は、R5年より福祉のまちづくり５ヵ年計画の推進を開始しました！ 

計画推進の１つ、各町内の福祉協力員の活動について、社協役員が各町内を周り、 

町内の福祉協力員や民生委員と話し合いをすることになりました。 

 

社協の副会長４人をリーダーに、校区を４分割し、リーダーが会議の設定から進行

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダーである副会長がこの日のために、改

めて福祉協力員の活動について勉強し 

福祉協力員の活動者に寄り添った資料を作

成し、説明をしてくれました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

各リーダーは、参加した福祉協力員や民生委員に、現状の活動や活動に対する感想を

１人ずつ気さくに問いかけます。町内の住民だからできる会話術です！ 

「活動は、無理のない範囲で見守り活動をしてほしい。福祉協力員はつなぐ事が役

割。」と負担にならない活動を促すリーダー           

福祉協力員の活動について、 

「改めて、見守りについて知ることができた」 

「自分たちの町内のことなので、見守りについて考えていきたい」 

「また、話し合いができたらいいと思う」など  

生活の中で「ながら」で、地域を気にかけ見守っていきたいと前向きな意見をい

ただくことができました。 

 

「見守り活動は、１円にもならないけど、心の貯金になると思う」 

と、素敵なコメントもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの 長尾校区の見守り活動が変わります           

安心できる町内づくりを目指

し見守りと連携を充実させる

ために「見守りカルテ」作成に

向けたくさん研究をした町内

会長      

 

 


